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ポータプル血液ガス分析総 ABL77の使用経験

墜、佐藤佐々木規書、江島東北大学集中治療郎

K、ca、Hctともに十分に信頼できる範開内にあ胤i夜ガス分析装置で定評のあるラジオメータ

ると思われた。一社で小守1斡量で、メンテナンスも簡便なポー

今凶は、現住使用中の分析器の隣に設歯してタプル血液ガス分析装蹟 ABL77が開発され、今

使用したが、頻回に血液ガス分析を行う必要の|口l使用する機会を得たので報告する。

あるベッドサイドや‘手術室の待部屋、病僚のABL77の消耗品は、キャリプレーション液と

ドクターカナースステーション、救急治療宅、排i伎がー体化されたキャルパック、全てのセン

ーなどでも活躍すると思われる。サーを含むセンサーカセット、プリントペーパ

物足りない点は、 gluが測定項目に人っていなーだけで、前面も後面もスッキリとしている。

いことと、プリンターペーパーのカットに少しキャリプレーション則のガスボンベや排液ボト

コツがいることである。ルもなく、バッテリーも内政され、使用場所を

iきばない。また、サンプル量も 85f.11と少なく、

600 サイクJIAI寺問も 70秒とストレスを感じさせない。
y=0.93x+S.80 
r'=O.99 使用に際して、使用中の自動分析装置 ABL725

との比較検討を、集中治療室に入室した患者 35

、200検体で行った。バランスヘパリン名

採血管を用いて動脈血または混合得脈血を Iml
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average 0， by two methods 

上段 0，のABL77とABL725の測定値の回帰幽織を示す.

.触がABL77、横紬がABL725による測定値である.

下段 0，のABL77とABL725の濁定値の差を示す.

綴紬が湖定値の差、繍紬が測定値の平均値である.
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採取後、ただちに ABL77及び ABL725でそれぞ

れ ー凹測定した。両方の血液ガス分析装置で得

られた値は、37'C換算の値とし、回帰直線など

を求めた。

図に問2の回帰直線を示す。回帰式は

y={).93x+5.80、戸は0.99と良好な相関を示し、95%

以上の点が:t2SDの範囲内に分布し、ばらつき

も少なかった。 pH、PCO，、 Na、K、caでは良好

な相関が得られたが、 Hctでややぱらつく傾向に

あった。しかし、臨床上 pH、配0，、1'0，>Na、
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